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英語の限定辞に関す る一考察
高 嶋 稔
φ
i'
通信工学理論が発達 し,機械翻訳の実用化が伝えられているが,機 械によ
って外国語を自国語に翻訳す る場合,対 象 とする外国語の語(Word)に内在
している意味内容を,い かに限定するか,と い うことが最 も重要な課題にな
るであろう。一般に,語 の意味は,そ の文脈に よって決定 される,と いわれ
ている。たとえぽ,電 報文で
(1)
SHIPSAILSTODAY
新聞の見出しで
VANDENBERGREPORTSOPENFORUM
と い うの が あ る が,こ れ らの 文 は 意 味 が あ い ま い で,少 な く と も二 通 りの 解
釈 が 可 能 で あ る 。
前 老 の 文 で は,定 冠 詞 を 補 っ て
TheshipsaiiStoday.
Shipthesailstoday・
の よ うに 二 つ の 異 な っ た 文 が 考 え られ,shipはtheの 後 と前 で は 意 味 が 違
っ て くる 。 また
VandenbergReportsOpentheForum.
VandenbergReportsanOpenForum.
の よ うにopenやreportsの 意 味 が 冠 詞 とそ の 位 置 に よ っ て 違 っ て くる 。 こ
(2)
こで,語 の意味 と排 除性 とい うことが問題にな る。 郡司氏はTheshipsails
(1)C.C.Fries,TheStructureofEn81ish,(1952).pp.62-63.
(2)郡 司 利 男,文 法 論 一 文 法 と排 除 性 一 「英 語 教 育 」.(1952).Vol・VII,No.9.
pp.40-41.
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today・のshipとい う語か らは,theの 直後 とい う条件の もとで,Shipthe
sailstoday・のshipの意味が 排除 され る,と い う。 す なわ ち,あ る語 が と
りうる多 くの意味 の うち,排 除すべ き ものを文脈が 決定す る,と い うことに
な る。shipにつ いて,theは,い わば,排 除指示標 である。 この考え方は,
機械 翻訳をす る場合 に 重要 とな る。 た とえば,英 語 を 翻 訳す る とき,The
shipsailstoday・のshipの意味をA,Shipthesailstoday・のshipの意
味をBと 訳すべ きであ るとす る。 受信部に相 当す るところに,shipの訳語
と して,A,B,そ の他 のス トックが用意 され てお り,shipとい う発信に
対 して,受 信部で,Bと い う訳語 がでれば正 しいのに,仮 にAと い う訳語が
でて きた場合は,つ ぎにtheとい う信 号を受け る と,す ぐにAを 排除 してB
と入れ変 わ る作 業が な されれば 良い ことにな る。 したが って,機 械 に よる翻
訳の成功 と有用の度合は,対 応語 のス トックの多 さと,排 除作 用の速 さと限
くり
度にかかっているといえるであろ う。
機械翻訳に限 らず,英 語を読んだ り聞いた りして,そ れを正確に理解 し,
また,自 分の意志を英語で誤 りな く伝える場合に,限 定辞の用法が重要な役
割を果たす ことが多い。 しか し,限定辞の種類はいろいろあ り英語を外国語
として学習する者に とって,そ の用法に難渋することが少な くない。特に,
限定辞の中でいわゆる冠詞の用法が難解である。すでに文の中で使われてい
る冠詞には,何 とでも解釈 し,説 明を加えることはできるが,い ざ英文を書
く段になると,定冠詞か不定冠詞か,あ るいは無冠詞か と,ま ようことが多
い。 しか し,英語を母国語 としている人にとって,冠 詞は直観的,自 動的に
用いているため,そ の用法の複雑性について認識 し,自覚 していることが少
ない。 したがって,一一般の文法書では,冠 詞などのいわゆる限定辞の取扱い
は簡単で外国語 として英語を学習す る者が準拠すべ きものとして,決 して充
(1)もち ろん,語 の意味 を決定 す るのはtheなどの,い わゆ る限定 辞だけ ではな く,
語 の 品詞別,語 順,接 辞,ス トレス,ア クセ ン ト,イ ン トネイ シ ョン,句 読点 な
どが語 の もつ意味に 関係があ ることはい うまで もない。
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分 とはいえない。 た しかに,冠 詞 の用法 な どは,個 々の事実 を述べ ることが 、
多 く,辞 書 で扱 うもの,と してい るよ うに考 え られ る点 もあ る。 しか し,内
外の大小 の辞書 に記載 されてい る冠詞 につ いての記述 は粗 漏なのが多 い。冠
詞 のみを特 にテ ーvと した研究 書や論文 も相 当数 あるが,P・ChristoPhersen
(1936)やA・Biard(1908)などの よ うに,英 語を母国語 と しない学老の手
にな るものが多 いのをみて も,冠 詞 な どの限定辞の用法が,英 語 を母 国語 と
している人に とっては容 易で も,外 国語 と している人には,い かに難 か しい
かが,う かがわれ る。
1.語 の意 味 と限定辞
語 の意味に は二つ の面が ある。ひ とつは意味 の外在的 な指示(Denotation)
と,他 は内在 的な暗示(Conotation)による場 合であ る。 た とえばdeskと
いえば 「机」 とい うもの しか指示 しない し,他 の ものを意味 しない。 また,
くり
runとい う語は 「走 る」 とい う動作 しか指示せず,他 の動作 と区別 され る。
これ が意味の外在的な指示 の面 である。 しか し,わ れわれ の 日常生活 では,
これ らの語を聞 いて,必 ず しも,そ の外在的 な指 示の面だけを とらえている
わけ では ない。 た とえば,deskと い う語を聞いた とき,聞 き手の心 理的条
件 いか んに よっては,「 机」 のイ メー ジだけで な く,同 時 に,過 去の種種の
経験か ら,机 とい うもの を恐れた り,あ るいは 喜んだ りす る 状態に なる こ
ともあろ う。 またrunとい う語 を聞いて,走 ってい る リズム運動 を思い浮か
べ た り,具 体 的に何か特定 の動物が走 ってい る状態 を思い浮かべ た りす る こ
とも考 え られ る。 この よ うに語 はそ の語の任意 に 定 め られ た,一 つの もの
の外在的指 示的意味だけ を常 にあ らわ してい るのではな く,そ の ときに よっ
ては,聞 き手(読 者)が どんな心理状態 でい るか に よって,そ の連想的 な意
味,感 情的個 人的な意味 をひ きお こす ことがあ る。 したが って,た とえば,
(1)deskやrunには 他にい ろいろ な意味 に使 われ るが,こ こでは最 も多 く使われ
る意 味を例 に した。
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deskとい う語には無限 に 広い意味範囲があると考えられる。 英語の語彙は
数十万語 あるといわれているが,そ れぞれ無限の意味領域を内在 していると
考え られる。 しか し,語 が単独で用い られることは少な く,ほ とん どすべて
の語は発話の中で他の語 と必然的な関係を持って使用 される。つ まり,一つ
の発話がいかに多 くの語によって成立 っていても,そ の発話の中で使用 され
ている各語は程度の差はあるに しても,お 互いに深い関係を持 ってお り,語
が持 っている意味の範囲を限定 し合って,各 語は一定のところまで意味範囲
がせばめ られていると考え られる。各語の意味範囲が一定のところまでせぽ
め られて,は じめて,そ の発話が表わす意味が固定するわけである。
語の意味を決定する機能 を 持っている語類の一つに,限 定辞 が あげ られ
る。一例をあげると α)
(1)(a)YesterdayAndersonkissedagirlwithblueeyes.
(b)Thegirlcalledthepolice.
(2)(a)YesterdayAndersonkissedagirlwithblueeyes・
(b)Agirlcalledthepolice・
上 記 の 文 を 比 較 す る と,(1)と(2)の違 い は,(1)の(b)にはtheが 使 わ れ,(2)の
(b)にはaが 使 わ れ て い る こ と だ け で,あ と は 全 く 同 じ で あ る 。 つ ま り,形 態
上 はtheとaの 違 い の み で あ る 。 意 味 上 は,(1)と(2)の(a)は全 く同 じ文 だ か ら
問 題 は な い 。(1)と(2)の(b)の文 で 「一 人 の 少 女 が 一 人 の 警 官 を 呼 ん だ 」 と い
う意 味 は 共 通 し て い る が,(1)の(b)の 「少 女 」 は(a)の 「少 女 」 と 同 一 人 で あ
る,と い う こ と がtheに よ っ て 示 さ れ て い る 。 つ ま り,Therewasagirl
whocalledthepolice,andthatgirlwasidenticalwiththegirlintro-,
ducedin(a).と い う意 味 が(1)の(b)であ る 。 こ れ に 対 し て(2)の(b)はThere
wasagirlwhocalledthepolice・と い う意 味 を 伝 え る だ け で,こ の 「少 女 」
は(a)の 「少 女 」 と 関 係 な く不 定 で あ る,と 一 般 に 解 釈 さ れ,普 通 は(a)の 「少
(1)H.S.Sorellsen,``TheFunctionoftheDefiniteArticleinModernEnglish"
.ENGLISHSTUDIE5.VoLXLNo.6(1959).p.411.
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(1)
女」 と別人の不定の少女 と考えられる。
(1)の(b)の定 冠詞 の場合は 「同一人を示す」機能 を持 ってい るわ けである。
この ように,定 冠詞を使 う要素が話 し手(ま たは書き手)に 明白な場合はい
いが,概 して,定 冠詞か不定冠詞か,あ るいは無冠詞か と ま よい,文 法書
や辞書にた よることが多い。 しか し,文 法書や辞書に しても,明 示的に解答
を与えて くれ る場合は非常に少な く,類似 している例か ら判断することが多
い。 しか も,あ る語句の用法が正 しいか どうかを知るために参照する従来の
辞書や文法書は,主 として,用 例を網羅的にあげて,そ の中か ら,共通の規
則を導 き出 しているものが多い。
(2)
II.学校 文法書 と限定辞
外国語を短期間に習得するには,そ の外国語の文法に頼 らなければならな
いことはい うまで もない。母国語は文法を学ばな くても,一 種の文法的規範
を言語社会か らあてがわれてお り,無意識の うちに,文 法 が 身 に ついてい
る,と 考 え られ る。 しか し,こ れ を,語 系や語族が異なる外国語 として,生
(1)こ の 点 に つV)てH・S・Sorensen(1959・op・cit・P・412)は(2)の(b)の文 に つ い
て 次 の よ うに 解 釈 し て い る 。
Itdoes皿otimplythatthegir】whocalled七hepolicewasidenticalwith
thegir】introducedin(a);nordoesitimplythatthelattergirlwasa
persondifferentfromtheformer;itisneutralasregardstheidentityof
thetwogirls,i.e.,astowhetherthetwogirlswereoneandthesamegirL
つ ま り,② の(b)の「少 女」は(a)の「少女」 と同一人 であ るか も しれ ない し,別
人 であ るか もしれ ない,と い うわけ であ る。
この問題につい て,こ こで 深 く 立入 るわけには いか ないが,現 実 の 問題 と し
て,(a)の「少女 」 と同一人 を 示 す 場合 は,普 通,Thegirl_,She_,That
girl...とあ らわ し,Agirl_と は いわ ないで あろ う。 しか し,言 語学 的にのみ
考 え ると,(2)の(b)はSorensenのい うよ うに解釈 で きない ことは ないであろ う。
(2)「文法Jに い ろい ろな形 容詞 をつけ て,文 法 とい うものの適 用範囲 を限定 す る こ
とがあ る。そ の例 と して学校文法(Schoo】Grammar)があげ られ る。 これは し
ば しば,実 用文法(PracticalGrammar)や規範文法(PrescriptiveGrammar)
さ らに伝統文法(TraditionalGrammar)などと同義的に用い られ る。それは,
規 則 を設け て,そ れに 従 うのを 第 一義 とす ると ころが 共通 してい る ため であろ
う。
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活環境,風 俗習慣,言 語習得の条件などを異に した者が習得 しようとする場
合は,母 国語習得の方法をそのまま適応す るわけにはいかない。
従来の日本における英語の学校文法は屈折お よび内容語などの語形態に重
点がおかれ,語 順や限定辞などに関す ることは比較的簡単に扱われているき
らいがある。それは,学 校文法が,英 語を母国語とする人が記述 した文法を
よりどころに したためであろ う。つ まり,も ととした文法が,本 来,英 語を
母国語 とする人の文法である以上,彼 らに とって生得の言語習慣である語順
や限定辞な どの用法が等閑視 されたのは当然であろ う。 しか し,外 国語 とし
て英語を学習する人人は,そ の立場が全 く異なる。少な くとも英語の語順や
機能語の記述に重点がおかれている文法が必要である。学校文法は実用的で
あることに,最 も留意 しなければならない。たとえ,限 定辞についての記述
は,文 法よりも辞書の分野に入る部分が多い し,個 々の事 実 に 属 す る事 柄
で,当 然,辞 書で扱 うべ きものであるとしても,学 習能率を高めるために必
要 な ことで あ る ならば,ど しどし文法に取入れて しかるべきであろ う。 し
たがって,英 語を母国語 とす る者を対象 とする文法書 と,英語を外国語 とし
て学習す る者の文法書 とは,文 法の記述の順序や各項 目の重点のおきどころ
が異なるものでなければな らないといえる。
III.伝統文 法 と限定辞
いわゆ る 伝 統文法 では,形 容詞 の 下位区分 として,特 に 冠詞 を と りあ
げ,記 述 している ものが 多 いが,G・0・CurmeとH.E・Palmerは限定 辞
(Determinative)とい う用語 を用 いて,文 法の記述 を してい るので,彼 らの
限定辞についての扱 いを考察 してみ る。
(1)
1.H.E.Palmer
Palmerは,従 来 の 品 詞 分 類 が 形 容 詞 と代 名 詞 の 間 で,は っ き り しな い も
の が あ る,と して,つ ぎ の よ うに 品 詞 を 分 類 して い る 。 す な わ ちNouns,
ωAGrammaroゾSpohe%English.Calnbridge(Heffer).1924.pp.45ff.
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PrenounsandDeterminatives,Qualificatives,Verbs,Adverbs,Preposi-
tions・Connectives・InterjectionsandExclamationsの八 品 詞 で あ る 。 限
定 辞 は 厳 密 に は 品 詞 の 下 位 区 分 の 一 つ で あ る が,代 名 詞 を 人 称 代 名 詞 だ け に
限 定 し,人 称 代 名 詞 以 外 の 代 名 詞 と性 質 形 容 詞(Qualifyillgadjective)以外
の 形 容 詞 の 大 部 分 を 総 称 して 限 定 辞(Determinative)とした 。 限 定 辞 の 主 な
もの は,(1)冠 詞 お よ び 冠 詞 に 類 す る もの(a(n),the,thisなど)。(2)数量
を あ らわ す も の(many,much,half,sevenなど)。(3)所 有 代 名 詞(my,
his,herなど)。(4)序 数 詞(first,second,1astなど)で あ る 。
これ らは,従 来 の 品 詞 分 類 で は 大 部 分 が 形 容 詞 の 中 に 入 っ て い た が,
Palmerは限 定 辞 は 形 容 詞 の よ うな 比 較 変 化 が まれ で,他 の 語 に よ っ て 修 飾
され る こ と も まれ で あ 傷 また,形 容 詞 の よ うに 限 定 的 と述 語 的 の 両 様 に 用
い られ る こ とが な い こ と な ど か ら形 容 詞 と分 離 し,区 別 した わ け で あ る。
(1)
2,G.0.Curme
Curmeの い う指 示 代 名 詞 や 形 容 詞 は,従 来 の 一 般 の 文 法 で い うそ れ ら よ
り,そ の 適 用 範 囲 が ず っ と 広 く,the,everylcertain,suchなど を 含 む
が,そ の 指 示 代 名 詞 や 形 容 詞 が,後 述 の 語 句 ま た は 話 の 内 容 を さす か,後 述
の 記 述 に よ っ て 限 定 され る こ と を 示 す 語 を 総 称 して 限 定 辞(Determinative)
と い う。 し た が っ て,thisやthatな どの 指 示 代 名詞 ぼ か りで な く,any,
allなど も含 み,which,whatな ど の,い わ ゆ る関 係 代 名 詞 も限 定 辞 の 中 に
は い る か ら,限 定 辞 もDeterminativepronounとDeterminativeadjective
の2種 類 が あ る。 また,特 に,種 類,程 度 を あ らわ す 限 定 辞 をQualitative
determinativeとし て い る 。
IV.構造 主義 の文法 と限定辞
構 造 言 語 学 で の 限 定 辞 はDeterminerと い う 用 語 が 一一般 に 用 い ら れ て い
(1)PartsofSpeeehandAeci4ence.(Boston).1935,pp.27ff.,pp.53f.;S:ソntax.
(Boston).1931.PP.509ff.
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(1)(2)(3)(4)
る。 た とえ ぽLBloomfield,E.A.Nida,A.A.Hi】1;C.C.Friesなどに み
られ る。Friesを例 に 構 造 主 義 の 文 法 に お け る限 定 辞 の 記 述 を 検 討 して み
る。
限 定 辞 は 品 詞 分 類 に お け る機 能 語(Functionwords)の一 つ で,theお よ
びtheの 位 置 に くる語 でtheと 併 用 で き な い もの を い う。 類 語 を 用 い て 示
ム ユゑ　 　ゑ　を きゑ　
せ ば(The)concertwasgoodと い う枠 のAの 位 置 に く る 語 でthe,
a(n),my,your,his,her,its,their,another,some,every,each,this,
that,these,those,no,one,John's,anyなどが 限 定 辞 で あ る。
Palmerがい うDeterminativeは冠 詞 を は じめ と して,人 称 代 名 詞 以 外 の
代 名 詞 お よび 制 限 形 容 詞 を さす の で あ る が,FriesがDetermierと称 す る も
の と,ほ とん ど一 致 して い る 。 両 者 の 主 な 相 違 点 は,Palmerは 固 有 名 詞 の
属 格 を 含 め て い な い の に 対 して,Friesは そ れ を 含 め て い る 点 で,共 通 な 特
徴 と して は,と もに 数 詞 を 含 め て い る点 で あ る 。
Fries,Palmer,Curmeらの 限 定 辞 の 取 り扱 い に お い て は,限 定 辞 が い く
つ か 連 続 して 用 い られ る 場 合 に つ い て,何 ら記 述 が 無 い 。 た と え ば,allthe
men,alltheseveralmen,αIJhismanyfriendsのイ タ リ ッ ク体 の 部 分 は す
べ て 限 定 辞 で あ る が,限 定 辞 の 語 順,同 時 に 続 け て 用 い られ る限 定 辞,同 時
に は 決 して 続 け て 用 い られ な い 限 定 辞 な ど に 関 して は 全 く ふ れ て い な い 。
つ ま り,限 定 辞 の 下 位 区 分 が な され て い な い 。 考 え られ る限 定 辞 の 下 位 区 分
は
1.連 続 して 用 い る限 定 辞 の うち,そ の は じめ に くる も の(all,bothな
ど)
2.限 定 辞 が 二 つ 用 い られ る場 合,そ の 最 初 に くる もの,あ る い は 二 番 目
に くる もの,お よび,三 つ 用 い られ る 場 合 に,そ の 二 番 目に く る も の
(1)ムz%8協8θ ・N.Y・(Holt).1933・P・203・
(2)ASynopsiso∫E%8」 ゴ5ゐSアntax・London(KeganPaul).1951・P.25ff.
(3)lntrodtection彦oLinguisticS〃弱6'ures・N・Y・(Harcourt).1958.P.230.
(4)TheS'ructure(ゾEnglishN.Y・(ApPleto11)・1940.P.89ff.
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(the,his,tha七な ど)
3.連 続 して用い られ る限定辞 で常 に 最 後 に くる もの(several,many
な ど)
4,数 をあ らわす限定 辞を除いた他の限定辞 と共に一般には用い られ ない
もの(every,each,anyなど)
5.数 をあ らわす 限定辞(two,twentyなど)
6.単 独 で用い られ る場 合のいわゆ る不定冠詞
な どがあげ られ る。
以上の下位区分を,明 白に取 り扱 っい る文法 と して変形 生成文法 があげ ら
れ る。つ ぎに変形生成文法では,ど の よ うに限定辞が取 り扱わ れてい るかを
考察 してみ る。
(1)
V、 変形生成文法 と限定辞
変 形 生 成 文 法 に お け る 限 定 辞 の 扱 い を 主 と し てPaulRobertsのEngtish
Spmt"x(1964)とOwenThomasのTransformationalGrammarancithe
Teacher()fEnglish(1965)を中 心 に し て 検 討 す る 。
の
変 形 生 成 文 法 で は,文 を,ま ず,「 中 核 文 」(KernalSentence)と「変 形
文 」(TransformSentence)とい う二 種 類 の 文 に 区 別 す る 。 中 核 文 は,す べ
(3)
て名詞句(NounPhrase,以下NPと 略す)と 動詞句(VerbPhrase,以下
VPと 略す)と か らなる,と して
(4)(5)-
S→NP十VP
(1)OwenThomas(1965)・oP・cit・,p・79・は,構 造 主 義 の 交 法 で い う 限 定 辞 を
さ らに分 類 し,RegularDeterminer,Postdeterminer,Predeterminerとし
て,こ れ らをす べ て含 め てDeterminersとしてい る。
② 「中核 文 」は,そ の 言語 の基 礎 とな る基 本 的 な 文 で,そ の 他 の す べ て の文 が 作 り
だ され る素 材 とな る もの を い う。 「変 形 文」 は 「中核 文 」 か ら変形(Transform)
され てで き る文 の こ とで あ る。
(3)句(Phrase)は語 群 を 意 味 す るが,と きに は 単 一 語 を さす 場 合 もあ る。
(4)Sentenceの略 。
(5)矢印は 「～か ら成 り立 つ」 とか 「～ と悉 き換 え る」 とい う恵味 で使われ るg
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とい う公式で示す。
中核文の名詞句が限定辞(以下Detと略す)と 名詞か らなる場合,こ れを
NP→Det十N
とい う公 式で あ らわす。
限定辞には,い ろいろな 種類があるが,最 も一般的なものに 冠詞(以 下
Artと略す)が あ る。限定辞は,す べて,少 な くとも一個 の冠詞を含む,と
して,こ れを
Det→Art
とあ らわす。
冠 詞 に は 二 種 類 あ り,こ れ らを 定 冠 詞(DefiniteArticle,以下Defと 略
(り
す)と 非 定 冠 詞(NondefiniteArticle,以下Nondefと 略 す)に 区 別 して
(2)
血t翻
とあ らわす。
つ ぎに,た とえ ぽ,Menpassedby・ の よ うに,冠 詞 が 無(nothing)の
場合は,こ れを φであ らわす と
Def→the
哺 一}
とな る 。
(1)従来 の文法 では定冠詞,不 定 冠詞(IndefinitArticle)とい う語 を 使 っていた
が.不 定 であ る(lndefinite)もの と限定 され てい ない もの(NotDefinite)との間
には違 いが あ る。a(n)は必 ず しも名 詞に不定 の意 味を与 え るものでは な く,a(n)
を ともな った構 造 の中には,意 味 が 限定 され てい るものがあ るか ら不定 とい うよ
り,非 定(Nondeifinite)であ る と して,a(n)な どを 非定 冠詞(Nondeifinite
Article)としてい る。 なお,文 法用語 は文法 家が異 な ると,同 じ用語 で も違 った
意味に使われ る ことが あ る。変形生成 文法 では,概 して,一般 に用 い られ てい る用
語 を使 うよ うであ るが,用 語 に定 義が 与え られ た場 合は注意 を要 す るであろ う。
(2)ζの括弧 は常 に遡択可能 であ る ことを示 す・
英語の限定辞に関する一考察 (111)
さ らに,severalof,manyof,afewof,fewofなどは 冠 詞 に 先 行 す る こ
とか ら,こ れ らを 冠 詞 前 辞(Pre-article)として
Det→(Pre。article)十Art
と あ らわ す 。 こ の 公 式 は,限 定 辞 の 書 き換 え の 規 則 に よ っ て,冠 詞 前 辞 は 限
定 辞 の 前 に 生 ず る こ とが で き る,と い う こ と を 示 して い る 。
くめ
つ ぎ に,thisやthatな ど の よ うに 使 わ れ る指 示 詞(Demonstrative以
下Demonと 略 す)を 加 え て
Det→(Pre-article)十Art十(Demon)
と あ らわ され る 。
指 示 詞 に はthisとthatな どが あ るが,前 者 に 相 当 す る もの をDlと し,
後 者 に 相 当 す る も の をD2と す る と
D・m・n-{Bl}
とな る 。
最 後 に,数(Number)を 加 え て,
Det→(Pre-article)十Art十(Demon)十(Number)
とあ らわ され る。 こ の 数 はi基数(Cardinalnumber)か,序数(Ordinal
number)のい ず れ か で あ る か ら,つ ぎ の よ うに な る 。
Number∫Ca「d'na'numbe「li
Ordinalnumberl
以上,簡 単に変形 生成文法 におけ る限定辞につ いて まとめたので あるが,
これ は,も ちろん,中 核文におけ る限定辞につ いて,中 核 規則 を示 したにす
ぎない。 しか し,い わゆ る伝 統文 法におけ る冠詞 の扱い と対比 してみ ると,
種種 の違いが あ る。 た とえば,伝 統文 法ではsomeを 形容詞,副 詞,代 名詞
として扱 ってい るが変形生成文 法では,さ らに冠詞 の一種 としてい る。 た し
(1)これ らのthisとthatはここでは語そ の ものではな く,近 拷 お よび違隔 の もQ
を指す とい う意 味で あ る。
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かに,someはほとんど冠詞に近い用法を示す ことが多い。 しか し,someの
すべての用法が冠詞 と似ているわけではない。 以下,具 体的 に 例をあげな
が ら,変形生成文法における限定辞の扱いを考察 してみる。
まず,従 来の文法における限定辞の扱いが,個 々の場合について網羅的に
処理 しているのに対 して,変 形生成文法では,限 定辞を統語論の中で,厳 密
な規則によって明白な形にあ らわ し,一般的で,簡 潔な規則に まとめ ようと
している。たとえば,文 は名詞句 と動詞句か らなるとし,そ の名詞句はつ ぎ
のごとく公式化す る。
一一{籔嗣
つ ま り,英 語の文の中で,名 詞句は固有名詞(Propernoun)か不定 代 名
詞(Indefinitepronun)か名詞 に限定詞がついた もの(Det+N)のいずれか
であ る,と い うことが判 る。 もちろん ここで い う固有名詞 とい うのはJohn,
Mr.Wheele,France...などの こ とであ り,不 定代 名詞 とい うのはsome-,
any-,no-,every一のいずれかに 一〇ne,-body,-thingのいずれか がつ いた
ものであ る。 ここで,ま ず,は っき りと限定辞 を とる もの と,と らない もの
に分かれ る。つ ま り,固 有 名詞 と不定 代名詞 には限定辞はつか ない ことにな
る。 ところが現実には,固 有 名詞 にtheが つ く例 があ る。 変形生成 文法 で
は,固 有名詞 にtheがつ くとい うのではな く,theを固有 名詞 の一部 と考 え
て いるよ うであ る。 しか も,あ る種の固有名詞 とともに使 うtheは文 法 の,
接 尾辞,接 頭 辞 とい うよ うな構 造 を 扱 う部 分 に入 れ るよ うで あ る。 この考
え方の背後には,固 有名詞は,人 称代 名詞 の よ うに,固 有名詞 自体 に 限定
性 が くみ こまれ てお り,た とえ定冠詞 を つけて も,そ れ 以上限定 され ない
し,現 実にあ る固有名詞 にtheが つ いた ものは,そ の固有 名詞 とは全 く別
な ものにな ることが 多 い とい う事実 に もとつ く もので あろ う。 た とえば,
CoPnecticutは州の名でtheCoPneCtiCutとなる と川の名称 とな るgま た、
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Erieは市 の 名 でtheErieは 鉄 道 の 名 と な り,Hartfortは市 名 でthe
Hartfortは保 険 会 社 の 名 前 で あ る。 しか し,こ れ らの 例 の よ うに,theの 使
用 に よ っ て,は っ き り と区 別 して い る もの は い い が,New且avenpassen-
gersはNewHavenと い う市 へ行 く(ま た はNewHaven市 か ら来 る)旅
客 な の かNewHaven鉄 道 に 乗 っ て い る 旅 客 な の か は っ き り し な い 。
伝 統 文 法 で のtheと 固 有 名 詞 の 記 述 は 非 常 に 網 羅 的 で 煩 雑 で あ る 。 一 例 を
あ げ る と,官 位,称 号,国 名,砂 漠,群 島,山 脈,山,海 洋,湾,海 峡,岬,
湖,運 河,峠,半 島,空 港 公園,駅,導 路,橋,船,艦 隊,鉄 道 名,道 路,
橋,公 共建 造物,公 共 団体,辞 書,書 籍,定 期刊行物 な どをあげて,theを
つけ ると述べ,ま た個 々にはtheをつけな い こともあ る と述べ てい る例が多
いo
あ
つ ぎに,限 定辞を とらない固有名詞 と不定代 名詞 を除 くと名詞句 は
NP→Det十N
(1)ぐ
とな る。 したがって,こ の公式か らは,す べ てのNは 限定辞 を とる ことに
なる。 さ らに限定辞 は,す べ て,少 な くとも一個の冠詞 を含んで い るとして
Det→Artと 書 き換 え る。 さ らに冠詞にはtheの よ うに,確 かに限定 され
てい るとい う意味を伝 えるもの と,a,someのよ うに伝 えない ものがあ る。
前者 を定冠詞(DefiniteArficle)後者 を非定冠詞(NondefiniteArticle)と
して,次 の よ うに書 き換 える。
A・t一書ll
㏄f}
Defはtheだ けで あるか ら問題 な くDef→theと な る。 しか しNondef
はaかsomeか φ か のいずれかで あるか ら
(1)固有名詞 と不定 代名詞 を除 く他 のすべての名詞 句の構 成要素 をNに 含め ると し
た ら,当 然,人 称代 名詞(PersonalPronoun)もNの中に含 まれ る。 した が って
N-{臨 。。lp,。n。un}とな る・
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N・nd・f-{静一}
とな る。
ここで,問 題に なるのは,従 来 の 女 法で い う無冠詞(Zero-form)を,な
ぜ 定冠詞 のほ うに 入れ ないか,と い うことで あ る。 た と え ば,Menare
mortaLのMenは 無冠詞で あ りなが ら 「すべて の人 々」 とい う意味に限定
され てい るでは ないか,と い う理 由が考 え られ る。 しか し,こ の場 合,限 定
され てい るのは冠詞 φに よった のではな く,か りに,Amanismortal・の
場合で も,aと い う非定冠詞が 「すべ ての人 々」 とい う意味に限 定す るわけ
で はない と考 え るよ うで ある。そ うして,theの みが,特 殊化 した り,選 別
した りす る力を持 ってい る,と す る。
さらに,従 来 の伝 統文法 と異な る点は,he,sheなどをNに 含めてい る点
で あ る。た とえば,Welookedin・とい う文 でweが 名詞句 とな り,限 定辞
は非定冠詞 の φとな る。 この場合は,「NがPersonalpronounのときArt
はNondefでなけれ ぽな らず,し か もNondefは必ず φであ る」 とい う一
般規則(GeneralRule)による。 これに対 して,It'sahe・の よ うに人称代
名詞 に φ 以外 の 冠詞 とともに用 い られ る ことが ある。 しか し,こ の場合,
heはaを 使 ったために,そ れが 名詞 に変 った もの と解釈 し,非 定冠詞はN
を限定 された ものに しないだけで,そ の他 の機能はない と解釈す るよ うで あ
る。he,1,Sheのような語 は,あ る意味では,限 定 された ものであ る。 しか
し,こ の限定 された意 味は代 名詞 自体 に固有の ものであ り,い かな る冠詞で
もそれ 以上限定 しない,と してい る。
さらに,固 有 名詞 を 人称代名詞 の場合 と 同様 に扱 い,た とえばJohnは
Det+Nで,こ の場合,DetはNondefの φ 形であ る とした方が簡単で は
ないか,と 考え られ る。 しか し,冠 詞前 辞(Pre-ar七icle)は人称代 名詞 の前
には あ らわれ るが,固 有名詞 の 前 にあ らわれ ない。 た とえぽ,weか らUS
に変 ってseveralofUs,theyからthemに 変 ってmanyofthemな どの
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よ うに 使 わ れ る が,固 有 名 詞 で は こ の よ うな 構 造 は 不 可 能 で あ る。 つ ま り,
人 称 代 名 詞 は 他 のNと 同 じ よ うな 機 能 を 有 して い る が,固 有 名 詞 は 異 な っ た
機 能 を 持 っ て い る の で 人 称 代 名 詞 と区 別 して 扱 っ て い る。
今,例 に あ げ たseveralof,manyofなど の 冠 詞 前 辞 も 限 定 辞 の 一 部 で あ
る。 冠 詞 前 辞 は 冠 詞 に 先 行 す る。 した が っ て
Det→(Pre-article)十Art
とな る 。 例 を あ げ る と
BothofthestudentswerehapPy・
OneOfthestudentswasunhappy.
Three(ゾthestudentswereunhappy.
こ の よ うな 構 造 に お い て は,名 詞 句 が 単 数 で あ る か,複 数 で あ るか,す な
わ ち,述 詞 に お い て,wasかwereか を 決 定 す る の は 冠 詞 前 辞 で あ る こ と が
わ か る 。
さ て,上 記 の 例 は,ArtがDefの 場 合 だ け で あ っ た が,ArtがNondef
の 場 合 は ど うで あ ろ うか 。 つ ま り,severalof+Nondef+boys.の形 態 が 可
能 で あ るか ど うか と い う こ とが 問 題 に な る 。 具 体 的 に あ て は め て み る と,
静severalofsomeboys,eeseveralofaboysとな るわ け で あ る が,こ れ ら
・は ,文 法 的 に は 誤 りで あ る。 こ の 場 合 は 「冠 詞 前 辞 がNondefに 先 行 した
と き,ofを は ぶ きNondefは φ とす る」 と い う一一般 規 則 を あ て は め る 。 つ
ま り,several+of+Nondef+boysのofをは ぶ きNondefを φ に す る と
severalboysとな るわ け で あ る 。 この よ うに,several+of+Nondef+boys
か らseveralboysを引 き 出 す の は,文 法 家 が 正 しい も の を 引 き 出 す た め に,
わ ざ と架 空 の 構 造 を 作 り上 げ て い る の で は な い か,と 考 え られ る。 しか し,
言 語 の 構 造 間 に 存 在 す る諸 関 係 を,考 え 得 る限 り.最 も経 済 的 な や り方 で 記
述 す る,と い う非 常 に 現 実 的 な 仕 事 と取 り組 ん だ 場 合,非 定 冠 詞 φ の 概 念
と,Nondefが φ の 場 合 はofを は ぶ く,と い う規 則 が 良 い,と し て い る。
「N・ndefの前 で は ・fを は ぶ く」 と い う規 則 は,一 椴 の 冠 詞 前 辞 に 適 用 で き
、
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るが,全 部 とい うわ けにはいか ない。 た とえば,そ の規則はalotofと い
う冠詞前辞には適用で きない。 瓶lotboySは文法的で はないか らで ある。
つ ぎに,限 定辞 の中に指 示詞(Demonstrative以下Demonと 略す)が あ
る。DemOnはDlとD2に 分けて
一{::}
と な る 。
これ を,こ れ まで の 公 式 に 加 え る と
Det→(Pre-article)十Art十(Demon)
と な る 。 指 示 詞 とい う と,す く・thisやthatを 思 うが,こ の 場 合 のDemon
はthisやthatそ の も の の 略 で は な い。 た と え ばthe+D1+tableはNP
と な り,the+D1が 限 定 辞 とな る 。 そ こで,一 つ の 規 則 と し て,the+Dl→
ホぼ
thisとす る。 しか し,Nが,た と え ば 七ablesのよ うに 複 数 の と きthe+Dl
はthisに な ら な い 。"thistablesは非 文 法 的 だ か らで あ る 。 こ の 場 合 は
theseにな る。this,theseは指 示 性 を 持 っ た 定 冠 詞 と い う こ と に な る 。the
十Dl→thisまた はthe十D1→these,the十D2→thatまた はthe十D2→those
と な る 。 こ の場 合 はArtがDefの 場 合 で あ る が,ArtがNondefの 場 合 は,
つ ぎ の 規 則 に す る 。Nondef+D1→acertain同様 に,Nondef+D2→someと
な る 。 した が っ て,Nondef十D1十man十cameinはAcertainmancame
in.とな り,Nondef十D2+man+cameinはSomemancamein.と な る 。
最 後 に,数(Number)を 加 え て,中 核 文 の 中 に お け る 名 詞 句 の 限 定 辞 は 次
の よ うに 公 式 化 され る 。
Det→(Pre-article)十Art十(Demon)十(Number)
Numberは 基 数(Cardinalnumber)と序 数(Ordinalnumber)の二 種 類
が あ る か ら
…㎞儲'品器}
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と な る 。 基 数 は,one,two,three_,序数 はfirst,second,third...,のこ
とで あ る こ と は も ち ろ ん で あ る。 少 し,ま ぎ らわ しい も の に,ofの 前 の 基
数,た と え ぽtwoof,threeofな ど が あ るが,こ れ らはseveralof,mally
ofと同 様 に 冠 詞 前 辞 とす る 。 こ の よ うに 基 数 は,限 定 詞 の 中 に お い て 冠 詞 の
前 と後 に あ らわ れ る。 しか し,序 数 は 必 ず 冠 詞 の 後 に く る。 ま た,も し,数
とDemonが,と も に 冠 詞 の あ とに くる場 合 はDemonが 数 の 前 に な る。
thoseとい うの はDef+D2か ら な っ て い る の で,"thosethethreecars
とか"thethosethreecarsとい うの は あ り得 な い 。 つ ま りthoseの 中 に
Defが含 まれ て い る か らで あ る。 た とえ ば,thisman,thatman,とい う結
サヒ
合 は,英 語 で は 普 通 で あ る が,"thatthemanと か"thisthemanあ る い
は"the七hismanの よ うな 結 び つ きは で き な い 。 つ ま り 名 詞 の 前 で は,
this,that,the,aなど の い ず れ か 一一・つ が 結 び つ い て し まえ ば,さ らに 他 の
も の が 結 び つ く こ と は で き な い 。 従 来 は,名 詞 の 前 で は,こ れ らの 語 は 相 互
排 除 す る性 質 が あ る,と い う よ うに 説 明 さ れ る の み で あ っ た が,変 形 生 成 文
法 で は
Det→(Pre-article)十Art十(Demon)十(Number)
と い う公 式 の 中 で,は っ き り と,相 互 排 除 性 を 規 則 化 して い る こ と に な る。
VI.ま と め
以上,伝 統文法,構 造主義 の文法,変 形生成文 法におけ る限定辞 につ いて
概観 して きたが,英 語 の限定 辞は複雑で,未 解 決の問題が多 い。伝統文法や
構造主義 の文 法では解 決 していなか ったい くつか の間題 を変形生成文法で扱
ってい る点はあ るが,そ れ も,す べ てにわ た ってではな く一一部 にす ぎない。
変形 生成文 法でふれ ていない例 として,不 定代 名詞 と限定辞 の関係が ある。
た とえばeverybody,anybody,somebodyなどは,冠 詞,冠 詞前 辞,指 示
詞あ るいは基数,序 数 と結合 しないが,こ の点 に関 しては明 白に述べ ていな
い。every-,any-,some一などは,そ れ 自身 の中に,既 に限定辞 を持 ってい
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る とも考 え られ る。 もし,限 定 辞 の記述に不定 代名詞を入れ る とすれ ば,名
詞句 の書 き換 えにおいて,も っ と高次 の 段 階でな され ることに な るであろ
う。 また,変 形生成文 法では,Someofthemenとsomemenに 関 して
は明確 に述べ てい るが,boththemenにつ いては,な に もふれ ていない。
もち ろん,小 論 におけ る変形生成文法の限定 辞は中核 名詞句 に限 って,そ の
主な点だけを検 討 したにす ぎないせ い もあ る。 まだ,変 形生成文 法は完成 さ
れた ものではな く,研 究が進め られ ている段階であ る といわ れ る。複雑 な英
語 の限定 辞を,ど こまで,厳 密 な規則に よって,明 白な形 で表わ し得 るかが
問題 であろ う。
